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トビムシ目は、翅を獲得する以前の体制をとどめる原
始的な六脚類（広義の昆虫類）である。トビムシ目は従
来、六脚類の原始系統群である内顎類に属し、中でもカ
マアシムシ目と共に欠尾類を構成すると理解されてき
た。しかし近年、比較形態学、比較古生物学、比較発生
学の観点から内顎類のステータスが疑問視されるように
なってきた。また分子系統解析からは、内顎類の単系統
性を支持するデータも支持しないデータも提出されてお
り、依然として混沌とした状況にある（cf.Dell’Ampioet
al.,２００９）。トビムシ目は、六脚類、さらに節足動物の高
次系統を議論する上で非常に重要な鍵となりうるグルー
プであり、発生学的研究も比較的多くなされてきた。し
かしこれらの知見はいまだ不十分であり、より詳細な観
察が必要とされている。そこでわれわれは、トビムシ目
についてのこれまでの発生学的知見を見直し、トビムシ
目全体のグラウンドプランを再構築することを目的に研
究を開始した。今回は特に内顎口に着目し、観察を行っ
た。

材料に はデカトゲ トビムシTomoceruscuspidatus
（Börner） を用いた。飼育の結果、約１２０個の卵を採取
することに成功した。固定はCarl液、または５０％ に希
釈したKarnovsky液を用い、１０時間固定した。染色は
DAPIで行い、蛍光実体顕微鏡下で観察した。

今回の観察の結果、内顎口形成のうち、口褶形成につ
いて興味深い知見を得ることができた。これまでトビム
シ目の口褶は、大顎、小顎、下唇の各体節の背板がほぼ
真直ぐに腹側へと伸長し、互いに癒合することで形成さ
れるとされてきた（UemiyaandAndo,１９８７）。しかし今

回の観察では、大顎・小顎背板が後方へと屈曲しながら
下唇の腹面へと回り込むように伸長し、口褶を形成し
た。さらに間挿体節の背板も、後方へ屈曲しながら伸長
し、口褶の形成に参加することが確認できた（Fig.１）。
発生の進行とともに間挿体節、大顎、小顎各体節の背板
は後方へ伸長し、顎部後方において、腹側へと伸長して
いる下唇体節の背板と融合する。これらの背板は下唇の
側後方を回り込むようにさらに伸長し、口器の後方を形
成する（Fig.２）。
今回の観察によって得られたデカトゲトビムシの内顎

口の発生プランが、これまでのトビムシ目での知見と異
なっていたことは、トビムシ目の内顎口の発生学的知見
の見直しを行うことの必要性を示唆している。内顎口は
内顎類唯一の共有派生形質であり、トビムシ目の内顎口
の発生プランを見直すことは内顎類の単系統性を議論す
る上で重要である。今後はより多くのステージについて
さらに詳細な観察を行い、トビムシ目の内顎口形成につ
いて完全な理解を得ることを目指したい。
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Figs.１,２ EmbryosofTomoceruscuspidatus,DAPIstaning,UVexcitation.
Fig.１ A.Anembryointhemiddlestageofdorsalclosure.B.CephalicregionofanotherembryointhesamestageasthatinA.Mandibularand

maxillarytergaelongatedbendposteriorlyatthepointsshownbyarrows.Intercalarytergumisalsoinvolvedintheformationofmouth
fold.

Fig.２ A.Anembryointhelatestageofdorsalclosure.B.CephalicregionofanotherembryointhesamestageasthatinA.Themouthfold
almostcompletes,andthemouthpartsbecomeorthognathic.Themouthfoldcomposedoftheintercalary,mandibularandmaxillaryterga
posteriorlyextendasshownbyarrows,coveringthelabium.

Ab１T:firstabdominaltergum,An:antenna,E:eye,Ga:galea,IcT:intercalarytergum,Lb:labium,LbT:labialtergum,Lr:labrum,Md:mandible,
MdT:mandibulartergum,MF:mouthfold,MxP:maxillarypulp,MxT:maxillarytergum,Th１–３L:firsttothirdthoracicappendages.Arrowheads
showthepositionofprimarydorsalorgan.Scales=１００µm.


